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研究成果の概要（和文）：日本の子どもの自尊感情は世界でも最も低いという先行研究結果は、日本の子育てや
幼児教育に大きなインパクトを与えており、幼児教育の現場では子どもの自尊感情を高めるための方策が真剣に
検討されている。しかし、先行研究は主に欧米の子どもとの比較研であり、自尊感情に係る文化的差異の影響を
受けている可能性がある。本研究は、Harterが開発した幼児期の子どもが直接回答する質問紙を使用して、日本
とアジア３カ国の5歳児並びに7歳児の自尊環境を養育環境とともに調査し、アジアにおける国際比較と自尊感情
を規定する要因を探求した。結果として、アジア圏で比較すると、日本の子どもの自尊感情は最低値ではないこ
とが判明した。

研究成果の概要（英文）：Self-esteem of Japanese children have been reported to be lowest in the 
world, and educators who are concerned about these previous report have been working hard to promote
 the development of self-esteem among Japanese children.  The reported low self-esteem was derived 
from comparative surveys between Japanese and European children, and therefore possibly biased with 
the cultural values.  In order to examine the real state of self-esteem of Japanese children, we 
have compared the self-esteem of Asian children (Thailand, Vietnam, and Bangladesh)  by a self 
reported scale for self-esteem in children developed by S. Harter.  We also surveyed the 
environmental factors that may influence children’s self-esteem. It was found that self-esteem of 
Japanese 5-year and 7-year old children was not the lowest among the subject countries.  
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１．研究開始当初の背景 
 自尊感情あるいは自尊心は、自分の存在が
社会の中で意義があると感じる心理的状態
を表す言葉で、英語では self-esteem ないし
self-worth という言葉が対応すると思われる。
自尊感情は、経験や時間によって変動しにく
い概して安定的な心理的構成概念である。自
尊感情と似た構成概念として、自己有能感あ
るいは自己肯定感があるが、環境や経験によ
って変動する心理状態のこととされており、
英 語 で は self-competence な い し
self-confidence, self-efficacy が相当する。た
だし、自尊感情と自己有能感は、しばしばほ
ぼ同義に使用されることがある。さらに、よ
り一般的な心理的構成概念である自己評価
（認知）（self-evaluation）あるいは自己概念
（self-concept）は、自分の能力や状態（外見、
体型など）の認識の状態であるが、これも時
に自尊感情に関連した用語として使用され
ることがある。 
 自尊感情は、個人の内的な心理的状態であ
り、成人では Rosenberg(1965)の自尊感情尺
度に代表される自記式の質問紙で測定され
るが、子どもでは自分の心理状態を言語的に
表現することが困難である。Harter は、８歳
以上の子どもは学業成績や運動、仲間関係、
外見などの特異的な領域において、自分の能
力（状態）を判断することができ、その判断
に基づいて自分自身の自尊感情（general 
worth of a person）を判断できるとした。
Harter の考案した評定尺度による、子どもの
自己認知と自尊感情に関する研究は、1980
年代より多数行われ、子どもの自尊感情に関
する様々な知見が集積されている。 
 しかし上記の Harter の評定尺度は、言語
による自己の心理状態の叙述が困難な幼児
期では使用できない。自尊感情は自己概念の
発達と関連しており、３歳前後で自己概念が
発達する時期の自尊感情の初期状態を知る
ことは困難であった。一般に 5 歳以下の子ど
もに、質問紙等などの言語を媒介とする評定
尺度を使用することは難しいとする研究も
ある。 
 一方、年少の子どもの心理状態を評定する
ために、親や教師が子どもの行動を観察して、
その心理状態を推定する尺度が開発されて
おり、広く使用されている。子どもの精神的
健康を評定する Strength and Difficulty 
Questionnaire や 、 QOL を 評 定 す る
Kiddy-KINDL などはその例である。しかし、
年長児での親評定と子ども自身による評定
による自尊感情の測定結果には、相関が認め
られないという先行研究結果もあり、年少の
子どもの自尊感情評定には技術的困難さが
付きまとっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、子どもの自尊感情が世界の中
でも低いという一般的認識の根拠にもなっ
ている古荘の知見が、就学前児やヨーロッパ

以外の国との比較でも成立するかどうかを
検証することを目的として、以下の課題につ
いて検討する。 
第一に、ヨーロッパではなく、アジアの２

カ国の子どもの自尊感情を評定し、日本と比
較する。第二に、フォーマルな教育の始まる
前（就学前）の子どもの自尊感情を評定する。 
さらに、自尊感情を規定する要因を各国で

検討し比較する。 
 

３．研究の方法 
 対象は、日本、ベトナム、タイの複数の地
域（都市）に住む、５，６歳児である。本調
査は対象国の代表値を求める疫学研究では
ないが、子どもの自己認知の地域差を検出で
きるよう、日本とタイでは、都市部と非都市
部に居住する５歳児を対象とした。日本では
秋田県 (非都市部)、東京都（都市部）、埼玉
県（都市部）、神奈川県（都市部）北海道（都
市部）から、それぞれ 103 名、62 名、20 名、
24 名、28 名の計 237 名、タイからは
Bangkok(都市部)、Nakorn Pathom（都市部）、
Rachaburi （ 非 都 市 部 ）、 Nakorn 
Rachasima(非都市部)の 4 地域からそれぞれ、
35 名、34 名、35 名、26 名の計 130 名、ベ
トナムからは Ho Chi Minh（都市部）から
177 名の幼稚園（保育所）の年長児（5 歳、6
歳）が対象となった。なお、バングラデシュ
からは、データが未回収であるために、分析
には加えなかった。 

pictorial scale は Harter と Pike によって
開発された、子どもの自己認知を子ども自身
の回答から評定するスケールである、子ども
の行動が描かれた 2種類の線画を対象児に提
示し、対象児に自分はどちらに近いか選択し
てもらったのちに、線画の下にある円の大き
さで、さらにその程度を選択してもらうこと
で、そこに描かれた子どもの特性を 4 段階で
評定することが可能である。Harter は、年少
の子どもの自己認知能力について因子分析
をして検討した結果、認知・言語能力評価
（cognitive competence） , 身体能力評価
（physical competence）, 仲間からの受容感
（peer acceptance） , 母親からの受容感
（maternal acceptance）の下位項目に分け
ることができるとしている。また認知能力と
身 体 能 力 を 合 わ せ て 「 自 己 有 能 感 」
（competence）領域、友人関係と母親との関
係を合わせて「社会的受容感」（acceptance）
領域と２領域に区分することができるとし
た。本研究では眞榮城らによって翻訳された
日本語版と、作者の Harter 氏の許可を得て
ベトナム語、タイ語に翻訳、反訳したベトナ
ム語版、タイ語版の pictorial scale を使用し
た。親への質問紙調査（別途報告予定）を同
時に行ったが、質問紙のフェースシートで、
対象児の属性（生年月日、性別）に関する情
報を得た。pictorial scale による対象児への
面接は、評定方法について講習をうけた調査
対象国の言語を母国語とする女性調査員（10



名）が、児の所属する園（保育所、幼稚園）
を訪問して行った。調査員は他児のいない部
屋で対象児と面接し、サンプルの質問を提示
し指差しよる回答方法を教示した後、質問文
を読み上げながら 24 枚の本質問を順次行っ
た。取得されたデータは統計解析ソフトに入
力し、記述統計ならびに調査変数間の関連に
ついて解析を行った。 
 
４．研究成果 
 日本、ベトナム、タイからそれぞれ、237
名、177 名、130 名の５、６歳児が調査に参
加した。調査員によって記入されたスコアを
SPSS に入力し、以下の分析に用いた。なお、
データが全てそろっていない対象者は分析
から除外したため、それぞれ 233 名、176 名、
98 名が分析の対象となった。 
日本、ベトナム、タイの 5、6 歳児の , 

pictorial scale の４項目の合計スコア（一項
目フルスケール 24 点、4 項目フルスケール
96 点、高得点ほど能力ないし受容性が高い）
平均値はそれぞれ 76.0（SD=9.9）、83.6
（SD=10.9）、62.6（SD=4.2）であった（カ
ッコ内は標準偏差）。各国の合計スコアの平
均値を比較するため一元配置分散分析を行
った結果、各国間での有意差が認められた
（F(2，505)＝155.19,p=.000）。 
次に、４つの下位項目ごとの平均値の国別

比較を一元配置分散分析により行った。仲間
からの受容感以外の項目について、3 カ国間
で平均値に有意差（ベトナム＞日本＞タイ）
（p< .01）が認められた。仲間からの受容感
については、日本とベトナム間には有意差が
認められなかったが、タイと、日本、ベトナ
ムの間には有意差が認められた。 
さらに、自己有能感、社会的受容感につい

て、それぞれの平均値を国別に比較した。2
領域ともに、3 カ国間でスコアの平均値に有
意（p< .01）な差が認められた（ベトナム＞
日本＞タイ）。 
 性差を見るために各国における pictorial 
scale 合計得点、4 つの下位項目および 2 領域
の平均値の男女差を比較した（独立したサン
プルの t-検定）ところ、日本において身体能
力評価と自己有能感の平均点に有意の男女
差（女＞男、p< .05）が認められた。またタ
イでは、母親からの受容感で男女差（女＞男、
p< .05）が認められた。 
 この結果から、日本の子どもの自尊感情は、
5 歳児、７歳児では、世界で最も低いという
先行研究の結果は支持されなかった。 
 
上記自尊感情の国比較の結果をうけ、現在

各国の子どもの生育環境の差と、それらが子
どもの自尊感情に与える影響について分析
を続けている。 

 
なお、データ回収が最も早期に完了した日

本において、子どもの自尊感情と、自尊感情
を構成要素として含む QOL を規定する要因

について以下のような一次解析結果が得ら
れている。 
日本の５つの地域（東京近郊、埼玉、横浜、

秋田、北海道）に住む 237 人の５歳児（第
一波調査）のうち、２年後の７歳時に再調査 
できた 93 名を対象に、自尊感情ならびに 
QOL 尺度（KINDL）を従属変数とし、注意
欠陥多動の尺度（DuPaul）,親の QOL(WHO)
と自尊感情（Rosenberg）、子どもの性、身長、
体重、睡眠時間、TV 視聴時間、親の学歴、
世帯年収、同居家族数、７歳時の子どもの成
績を独立変数として、子どもの自尊感情と
QOL を規定する要因について、重回帰分析
を行い、以下のような結果を得ている。 
5 歳児では子どもの QOL の決定因子として 
親の QOL(β＝.31),子どもの注意得点（β＝
-.524, R2=.346）, ７歳児では子どもの QOL
の決定因子として5歳児と同様に親のQOL(β
＝.282)と注意得点（β＝-.405, R2=.417）,
自尊感情では、5 歳児では決定因子として子
どもの注意得点（β＝-.510, R2=.173）、７歳
児では、決定因子として睡眠時間（β=.159）,
注意得点（β＝-.404）,成績（β=.202, 
R2=.267）であった。 
日本以外の２カ国に着いても、上記関連や、
その他のQOLならびに自尊感情に関連する因
子とその年齢変異を検討し、発表してゆく予
定である。 
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